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ＪＡ静岡市 令和２年度上半期 

経営状況のご案内 
 

１ ＪＡの地域貢献 

ＪＡ静岡市は、静岡市葵区・駿河区を事業区域として、農業者を中心に地域の皆さまが組合員とな

って、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の理念として運営される協同組織で、

農業・地域の活性化に資する地域金融機関です。 

皆さまからお預かりした貯金等は、資金を必要とする組合員や地域の皆さまにご融資し、農業、事

業や暮らしのお手伝いをさせていただいております。 

「ＪＡ静岡市は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則に基づき行動すると共に、農業と地

域社会に根ざした組織として社会的役割を誠実に果すことを使命とします」を経営方針として、農

業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向け、金融ばかりでなく総合的に事業活動をしています。

また、農業や助け合い活動を通じて、次のように地域社会・文化への貢献に努めています。 

① 農業体験（こども園や小学校などへ出向いての野菜作り講習会・食農教室） 

② １支店１協同活動（店舗周辺や農道の清掃活動、地域のお祭りやイベントへの参加・協賛） 

③ 交通安全運動（カーブミラーの寄贈や街頭での声掛け活動） 

④ 環境活動への取り組み（クールビズ・ウォームビズ運動の実施等） 

⑤ 高齢者への支援（介護施設への食材提供等） 

 

２ 金融再生法開示債権（単体） 

当ＪＡの金融再生法の開示区分に基づく債権額は次のとおりです。 

今後も厳格な自己査定を実施し、資産の健全化に努めていきます。 

                          （単位：百万円） 

債 権 区 分 令和 2 年 3 月末 令和 2 年 9 月末 増  減 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
258 259 1 

危  険  債  権 214 142 ▲72 

要 管 理 債 権 - - - 

合  計 473 402 ▲70 

注：１．令和 2 年 9 月末の計数は、令和 2 年 8 月末を基準日として行った自己査定結果（債務者区分及び債権額）を基準と

しています。 

２．各債権の定義は次のとおりです。 

①「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている

債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。信用事業に係る総与信（貸出金、信用未収利息、信用仮払金、

債務保証見返、貸付有価証券、外国為替（以下、同様））のうち、自己査定で破綻先及び実質破綻先に区分されたも

のが該当します。 

②「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った

債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性が高い債権です。信用事業に係る総与信のうち、自己査定で

破綻懸念先に区分されたものが該当します。 

③「要管理債権」とは、3 か月以上延滞債権（元金又は利息の支払いが、約定支払日の翌日を起算日として 3 か月以

上延滞している貸出債権）及び貸出条件緩和債権（経済的困難に陥った債務者の再建又は支援を図り、当該債権の

回収を促進すること等を目的に、債務者に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権）です。 

 



 静岡市 

３ 単体自己資本比率 

当ＪＡの自己資本比率は令和 2 年 9 月末 12.86％程度と国内基準 4％を大幅に上回る水準を維持

しています。 

 

令和 2 年 3 月末 令和 2 年 9 月末(見込み) 

13.25％ 12.86％程度 

注：１．自己資本比率とは、貸出金等の総資産に占める自己資本の割合を示すもので、経営の安全性、健全性等を表す代

表的な指標です。国内のみで営業を行う金融機関には 4％以上が求められています。 

 

自己資本比率 

 

＝ 

 

自己資本の額（出資金や利益準備金、積立金、剰余金などの合計額）×100 

リスク・アセット（当ＪＡの所有する預金や貸出金、有価証券その他の資産にそれぞれ定め

られた一定のリスク・ウエイトを掛けて計算した総額）＋オペレーショナルリスク相当額 

 

２．令和 2 年 9 月末の自己資本比率の算出にあたり、仮決算の当期剰余金は法人税等見込み額控除前の数値を使用し

ています。信用リスク・アセットの一部は、令和 2 年 8 月末を基準として行った資産自己査定結果に基づいて計

算しています。また、オペレーショナル・リスク相当額は、直近決算における数値を使用しています。 

 

４ 主要勘定の状況                        （単位：百万円） 

 令和元年 9 月末 令和 2 年 3 月末 令和 2 年 9 月末 

貯 金 387,514 389,909 397,434 

貸 出 金 115,745 118,951 120,274 

預 金 253,785 247,443 249,275 

有 価 証 券 24,650 29,070 30,564 

注：１．令和元年 9月末および令和 2年 9月末の残高は帳簿価格を、令和 2年 3月末の残高は貸借対照表計上額を表示し

ています。 

     ２．貯金残高は、譲渡性貯金を含みます。 

５ 有価証券等の時価情報                         （単位：百万円） 

 令和 2 年 3 月末 令和 2 年 9 月末 

帳簿価額 時  価 含み損益 帳簿価額 時  価 含み損益 

満期保有目的の債券 2,399 2,456 56 2,399 2,450 50 

（単位：百万円） 

 令和 2 年 3 月末 令和 2 年 9 月末 

取得原価 時    価 評価差額 取得原価 時    価 評価差額 

その他有価証券 26,351 26,796 445 28,170 28,829 659 

 債   券 21,438 22,157 718 23,616 24,183 567 

そ の 他 4,912 4,639 ▲272 4,553 4,645 92 

注：１.満期保有目的の債券、その他有価証券で時価のあるものを表示しています。 

２.その他有価証券には外部出資を含めて表示しています。 

３.令和 2年 3月末及び令和 2年 9月末の含み損益・評価差額は、各時点の帳簿価額・取得原価と時価との差額を表

示しております。 

４.子会社株式で時価のあるものはありません。 

   （注）本資料中に表示している数値は単位未満を切り捨てています。 


